
　
３
月
26
日
、
ス
ペ
ー
ス
ワ
ン
株
式
会

社
（
太
田
信
一
郎
代
表
取
締
役
社
長
）

と
和
歌
山
県
、
串
本
町
、
那
智
勝
浦
町

に
よ
る
共
同
記
者
会
見
が
和
歌
山
県
庁

に
お
い
て
行
わ
れ
、
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
射

場
の
建
設
予
定
地
と
し
て
、
串
本
町
が

選
定
さ
れ
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
で
人
工
衛

星
を
打
ち
上
げ
る
商
業
宇
宙
輸
送
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
株
式
会
社
、
株
式
会
社

Ｉ
Ｈ
Ｉ
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
、
清
水
建
設

株
式
会
社
、
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資

銀
行
の
共
同
出
資
に
よ
り
昨
年
７
月
に

設
立
。
ロ
ケ
ッ
ト
射
場
建
設
の
適
地
を

調
査
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
県
と
串
本

町
は
誘
致
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　
会
見
に
は
、
同
社
の
太
田
代
表
取
締

役
社
長
と
仁
坂
吉
伸
県
知
事
、
田
嶋
勝

正
串
本
町
長
、
堀
順
一
郎
那
智
勝
浦
町

長
が
出
席
し
、
進
出
協
定
書
に
調
印
。

太
田
代
表
取
締
役
社
長
は
「
自
治
体
や

地
域
住
民
の
方
々
と
緊
密
に
連
携
を
取

り
つ
つ
、
地
元
の
方
々
に
応
援
し
て
い

た
だ
け
る
商
業
宇
宙
輸
送
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と

話
さ
れ
、
仁
坂
県
知
事
は
「
非
常
に
夢

の
あ
る
話
。
新
し
い
話
が
和
歌
山
を
舞

台
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
、
本
当
に

素
晴
ら
し
い
こ
と
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

本州最南端の町から最先端の町へ
初打ち上げは ２０２１年度

　
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
高
さ
約
18
メ
ー

ト
ル
、
重
量
約
23
ト
ン
。
高
度
５
０
０

キ
ロ
の
太
陽
同
期
軌
道
ま
で
、
最
大
で

重
さ
１
５
０
キ
ロ
の
小
型
衛
星
を
搭
載

し
て
打
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
同
社
は
、
２
０
２
１
年
度
中
の
初
打

ち
上
げ
を
目
指
し
、
２
０
２
０
年
代
半

ば
に
は
年
間
20
機
の
打
ち
上
げ
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
顧
客
と
の
契
約
か
ら

打
ち
上
げ
ま
で
の
「
世
界
最
短
」
と
、

打
ち
上
げ
の「
世
界
最
高
頻
度
」を
サ
ー

ビ
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
専
用
の

小
型
ロ
ケ
ッ
ト
と
射
場
で
コ
ス
ト
を
削

減
し
、
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
さ
ら
な
る
拡

大
に
貢
献
す
る
考
え
で
す
。

２
０
２
１
年
度
に
初
打
ち
上
げ
へ

多くの報道機関が集まった会見の様子（写真は和歌山県提供）

小型ロケットのイメージ図を持つ
（左から）堀那智勝浦町長、仁坂県
知事、太田代表取締役社長、田嶋
町長（写真は和歌山県提供）

　
射
場
選
定
に
お

い
て
は
、
地
元
の

方
々
の
理
解
が
得

ら
れ
る
か
、
用
地

を
確
保
す
る
算
段

が
つ
く
か
ど
う
か

と
い
う
点
が
大
前

提
と
な
っ
て
お
り
、

田
嶋
町
長
の
コ
メ
ン
ト
（
一
部
抜
粋
）

決
し
て
楽
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
地
権
者
お

よ
び
地
元
住
民
の
皆
さ
ま
、
漁
協
を
初

め
と
し
た
各
種
団
体
の
皆
さ
ま
、
そ
し

て
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

和
歌
山
県
仁
坂
知
事
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
は
、
２
０
２
１
年
度
中
に
初
打

ち
上
げ
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

向
け
た
大
規
模
な
工
事
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
ま
た
、
観
光
客
の
増
加
や
関
連

企
業
の
進
出
等
、
地
元
経
済
へ
の
波
及

効
果
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
町
と
し
ま
し
て
も
、
駐
車
場
や
見

学
場
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
、
考
え
ら
れ

る
様
々
な
施
策
を
整
理
し
、「
本
州
最

南
端
の
町
か
ら
最
先
端
の
町
へ
」
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
講
じ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

経
済
波
及
効
果
は

　
10
年
間
で
６
７
０
億
円

　
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
射
場
建
設
予
定
地
の

決
定
が
発
表
さ
れ
た
翌
日
の
27
日
、
串

本
町
役
場
本
庁
舎
に
決
定
を
祝
う
懸
垂

幕
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
長
さ
７
メ
ー

ト
ル
、
幅
１
メ
ー
ト
ル
で
、
別
館
の
屋

外
階
段
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　 決
定
を
祝
う
懸
垂
幕
を
設
置

建
設
予
定
地
は
田
原
地
区

　
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
射
場
の
建
設
予
定
地

は
、
田
原
地
区
の
荒
船
海
岸
沿
い
約
15

ヘ
ク
タ
ー
ル
。「
南
方
に
陸
地
や
島
が

な
い
」「
半
径
１
キ
ロ
以
内
が
恒
常
的

に
無
人
」「
本
州
の
工
場
か
ら
低
コ
ス

ト
で
物
資
の
輸
送
が
可
能
」
な
ど
の
条

件
に
適
合
し
、
地
元
の
協
力
が
得
ら
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
射
点
、
ロ
ケ
ッ

ト
と
人
工
衛
星
の
組
立
棟
、
ロ
ケ
ッ
ト

保
管
庫
、
そ
の
他
の
付
帯
設
備
が
建
設

さ
れ
、
ロ
ケ
ッ
ト
搬
入
用
な
ど
に
国
道

42
号
か
ら
射
場
に
接
続
す
る
専
用
道
路

も
整
備
さ
れ
ま
す
。ＪＲ紀伊

田原駅 国民宿舎
あらふね
リゾート

荒船キャンプ
ランド

ロケット射場
建設予定エリア

荒船海岸

　
県
が
独
自
に
行
っ
た
試
算
に
よ
る
と
、

小
型
ロ
ケ
ッ
ト
射
場
が
建
設
さ
れ
る
こ

と
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
は
、
10
年
間

で
約
６
７
０
億
円
。
内
訳
は
、
建
設
投

資
の
効
果
が
28
億
円
、
射
場
運
営
に
よ

る
効
果
が
年
51
億
円
、
飲
食
や
宿
泊
な

ど
の
観
光
消
費
に
よ
る
効
果
が
年
13
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
仁
坂
県
知
事
は
「
新
た
な
観
光
資
源

と
し
て
誘
客
効
果
も
期
待
で
き
る
。
将

来
的
に
は
、
宇
宙
関
連
産
業
の
集
積
が

紀
南
に
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
期

待
を
述
べ
ま
し
た
。

　技術の進歩により、短期間に低コスト
で造ることが可能になった小型衛星は、
観測や通信の分野などで世界的に需要が
高まっています。災害発生時のデータ収
集や農業での収穫時期の分析に利用され
るなど、活用範囲は広がっています。
　小型衛星による宇宙ビジネスは拡大す
るとみられ、低コストで希望する時期に
打ち上げが可能な小型ロケットによる宇
宙への輸送サービスが求められています。

■拡大する宇宙ビジネス

　ロケットや人工衛星の打ち上げは、こ
れまで国の事業として行われてきました
が、２０１８年１１月に「人工衛星等の
打上げ及び人工衛星の管理に関する法
律」（通称：宇宙活動法）が施行され、民
間事業者も打ち上げが可能になりました。

■宇宙活動法で民間も打ち上げ可能に
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